
平成２８年度第２回本庄市総合教育会議 次第 

日時 平成２８年１０月２７日（木） 

午後３時から 

場所 本庄市役所５階５０４会議室

１．開  会

２．市長挨拶

３．教育長挨拶

４．議  題 

 （１）スポレクフェスタについて 

 （２）図書館のリニューアルについて 

 （３）文化財の有効活用について 

５．その他 

６．閉  会

【配布資料】

資料：A4冊子
参考資料：A3冊子
別紙：本庄市の文化財施設案内



スポレクフェスタについて 

○概要 

 本庄市総合振興計画にある「生涯スポーツの促進」の取り組みとして、「市民一人１スポーツ」の実

現に向け、「みる・する・楽しむ」をキャッチフレーズに市民が気軽に参加し楽しむことができるスポ

ーツレクリエーションイベントとして体育の日に実施する。 

 分散会場方式を採用し、午前中は体育協会、レクリエーション協会、スポーツ少年団に属する団体が

主体となり、各種スポーツ・レクリエーションの体験等を市内各施設に分散し実施し、午後はメイン会

場であるシルクドームでアトラクションや玉入れ競技等を行う。 

○開催の経緯 

合併以前    ・・・本庄市、児玉町それぞれで自治会対抗の体育祭を実施 

平成１８年度  ・・・合併前の自治会対抗体育祭を継承する形で、合併記念事業として市からの交

付金で実行委員会を組織し「合併記念市民レクリエーション大会」を開催 

平成１９年度  ・・・第２回レクリエーション大会を開催 

            前年と同形式、同内容で実施 

            ２回の開催を受けて、従来の自治会対抗方式では、参加者の確保が困難であ

る、自治会の交流親睦が図れない、会場が本庄地域でしか開催されず不公平

であるといった意見が多数寄せられた。 

平成２０年度  ・・・平成１９年度での反省を踏まえ、開催内容を検討するため開催を休止 

平成２１年度  ・・・開催内容は体育祭方式を継承しつつ、自治会対抗方式から一般市民参加方式

へ変更し、名称もスポレクフェスタと改め実施した。 

また、平成２１年度より川淵三郎塾設立に伴い、「川淵三郎塾実行委員会交

付金事業」としてスポレクフェスタ実行委員会を組織し、実施した。 

平成２２年度  ・・・平成２１年度と同形式で開催 

            開催後、実行委員会内で検討し体育祭方式での開催を断念、新方式の検討を

行った結果、市民参加、共同運営可能な分散会場方式の採用に至った。 

平成２３年度  ・・・分散会場方式で開催 

分散会場は運営団体が実施する施設を自由に選んだ結果、児玉地域に会場が

ないという課題が残った。 

平成２４年度  ・・・平成２３年度と同方式で開催 

分散会場にエコーピアが追加されたことや、出店ブースを設けたことなどに

よって、前年の課題を部分的に克服し開催した。 

なお、「川淵三郎塾実行委員会交付金事業」の終了に伴い、新たに実行委員

会を組織し、市からの交付金で実施している。 

平成２５年度以降・・・前年度と同様の形式で開催 
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＜スポレクフェスタ参加者数の推移＞ 

年度 名称 参加者数 分散会場 

平成２１年度 スポレクフェスタ２００９ ３，０００人  

平成２２年度 スポレクフェスタ２０１０ ２，５００人  

平成２３年度 スポレクフェスタ２０１１ ３，０００人 ２１会場／３４団体 

平成２４年度 スポレクフェスタ２０１２ ３，５００人 ２３会場／３５団体 

平成２５年度 スポレクフェスタ２０１３ ４，３００人 ２５会場／３９団体 

平成２６年度 スポレクフェスタ２０１４ ５，０００人 ３０会場／４７団体 

平成２７年度 スポレクフェスタ２０１５ ７，５００人 ３４会場／５２団体 

平成２８年度 スポレクフェスタ２０１６ ７，７００人 ３４会場／５３団体 
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図書館のリニューアルについて 

１．改修後の概要 

  (1)１階フロア（参考資料 P.3、P.7、P.8 参照） 

○増築部分（約 200 ㎡） 

    ・児童室を拡張し「えほんコーナー」、「おはなしコーナー」を設置 

    ・蔵書の増加に対応するため閉架書庫を設置 約 56,000 冊 

     (ほか書架増設  約 24,000 冊) 

○その他 

    ・一般室、児童室の書架新設 

    ・中高生向け図書の拡充 

  (2)３階フロア（参考資料 P.5、P.9 参照） 

○多世代交流スペース 

    ・多世代交流室、和室、ボランティア室 

    ・会話や飲食ができる、世代間交流の場 

    ・ＰＣ使用可(Wi-fi 整備)、自動販売機(飲料)設置 

○中高生活動室 

    ・市内各高校の文化部等の活動発表の場 

    ・市内各高校のパンフレットや広報誌等の情報提供、ＰＲの場 

  (3)駐車場（参考資料 P.6 参照） 

    本館東側に取得した土地に、新たに３２台分の駐車場を整備 

    ほか敷地内９台分と合わせて４１台駐車可能 

２．祝日開館の実施 

   本館のリニューアルオープンに合わせて祝日開館を実施 

３．開館時間の延長（平成 29 年度試行） 

   開館時間の延長を試行して利用者のニーズと利用状況を把握し、実施に向け検討して

いく 

-3-



図書館のリニューアルの財源等について

１．位置づけ

図書館は社会資本総合整備計画「本庄駅周辺拠点整備計画」における基幹事業である

「本庄駅周辺地区」都市再生整備計画（地方都市リノベーション事業）において、本庄

駅周辺を中心とした交通利便性の高い市街地に、多彩な年代の定住化を促し、高水準な

都市を再構築するための中心施設（リノベーション推進施設）に位置付けられています。

同計画において、図書館のリニューアルとともに市民活動交流センター（はにぽんプ

ラザ）や防火水槽（交流センター敷地内）の整備、本庄駅自由通路の耐震改修を実施す

ることで「まちなか再生」を図り、将来に渡って持続可能な都市を構築することを目標

としています。

２．事業費・国費

 「本庄駅周辺地区」都市再生整備計画（地方都市リノベーション事業）における図書

館改修事業に係る事業費及び国費は下記のとおりです。

計画事業費：709,000,000円
交付限度額（1/2補助）：354,500,000円
実施年度：平成 26年度～平成 28年度
交付対象事業：耐震設計業務委託、アスベスト調査業務委託、耐震改修工事、工事管

理委託、外構工事、隣接土地購入

「本庄駅周辺地区」計画区域 
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文化財の有効活用について 

１．本庄市の指定文化財について 
（１） 国指定 １件、  県指定 １９件、  市指定 １１１件、  国登録有形文化財 ８件 

 合計１３９件 （参考資料 P.10、P.11 参照）

（２）平成２７～２８年度新規指定 
      ①市指定・・・児玉仲町の山車、児玉本町の山車 

      ②県指定・・・絹本着色清
せい

拙
せつ

正
しょう

澄
ちょう

画像（開善寺所蔵） 

児玉仲町の山車       児玉本町の山車     絹本着色清拙正澄画像

（３）啓発冊子「本庄市の文化財」について
       平成２１年３月、初版発行。今年度新版発行予定。 

２．文化財施設の活用について 
（１）歴史民俗資料館 

建物自体が、明治１６年に本庄警察署として建設された洋風建造物で、県指定文化財です。
一階は縄文～弥生時代の土器や古墳時代の出土品・埴輪等を、二階は中山道本庄宿の繁栄や
繭と絹の町への変化等、近世～近代の史料を展示しています。 

一般の見学者はもちろん、市内各小学校の社会科見学の見学先としても活用されています。 
また、館外には、人民控所（待合室）、井戸、石碑などのほか、民具類が直接触れるよう配慮
して展示してあり、学習に役立てています。 

入館者数は、平成２６年度の２，５７７人から、平成２７年度は３，４５５人と３４％増
加しました。今後も展示替えや企画展等を行い、より多くの史料を公開し、繰り返し来館し
ていただけるよう努めていきます。 
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（２）競進社模範蚕室 
当施設も、明治２７年に木村九蔵により建設された歴史的建造物で、県指定文化財です。 

世界文化遺産の「富岡製糸場と絹産業遺産群」との関連が深い施設として注目され、その対
応として、開館日をそれまでの日曜日のみから、期間限定で毎日開館とし、現在は月曜日と
年末年始以外は毎日開館日としています。また、展示台や解説パネルを新設するなど、建物
内部の展示内容も一新しました。 

これらの対応により、入館者数は平成２５年度の５７１人から、平成２６年度は４，４３
７人、平成２７年度は４，６６５人と８倍以上に増加しました。 

今後、大型バスなどの団体客へも対応できるよう、以下の事業を実施します。 

①競進社模範蚕室外構工事 （参考資料 P.12 参照）
 平成２８年度・・・公衆トイレ、休憩所、物置等 

平成２９年度・・・建物周辺（回遊路等）、駐車場、駐輪場、板塀等 

②解説ボランティアの養成及び活用 
 平成２７年度・・・第１回養成講座実施（約２５名参加） 

平成２８年度・・・解説ボランティア実践（１１月から予定。８名協力可能） 
平成２９年度・・・第２回養成講座実施予定 

③建物内部の改善 
平成２８年度・・・中２階が覗けるように、廊下の途中に階段（前進しながら昇って降

りる山型のもの）を設置します。 

（３）塙保己一記念館 
 平成２７年７月にアスピアこだま内にリニューアルオープンしました。八角形の斬新なデ
ザインと最新の設備による展示が好評を得ています。 
 同年７月４日から１１月２９日まで、リニューアルオープン特別展示を行い、温故学会等
から「保己一愛用の机」や「塙家の短刀」など貴重な資料を借用し、展示をしました。 

入館者数は、平成２６年度の３，９５０人から、平成２７年度は９，１１９人と２．３倍
の大幅な増加となりました。 

現在も、実際に版木を使って印刷した群書類従の和綴じ本をじかに触れて読むことができ
るなど、より身近に感じていただけるような工夫をしています。 

（４）市内各小学校による３館の社会科見学実績（平成２７年度） 
 歴史民俗資料館  ６校７学年 
 競進社模範蚕室  ４校５学年 

塙保己一記念館  ５校８学年   計 延べ１５校２０学年 
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３．埋蔵文化財の活用について 
（１）主な出土文化財 

①笑う盾持人物埴輪（小島前の山古墳）・・・H10、３点出土、はにぽんのモデル 

 ②靫
ゆぎ

形
がた

埴輪（宥勝寺裏埴輪窯跡）・・・H13、埴輪窯跡と共に４点出土 
③ガラス小玉鋳型（薬師堂東遺跡）・・・H24、全国初の完形品（欠けていないもの） 

 ※ 現在、いずれも歴史民俗資料館にて展示中。その他縄文土器等多数あり。 

笑う盾持人物埴輪      靫形埴輪        ガラス小玉鋳型

（２）出土資料の展示・公開への取り組み 
       ①本庄早稲田の杜地域連携展覧会 
       第１回（H26） 本庄・美里の古墳時代（早稲田大学・美里町との共催） 
       第２回（H27） 児玉地域のはにわ大集合（早稲田大学・郡内全町との共催） 

第３回（H28） 古代の児玉地域～奈良・平安時代のくらし～（同上）  
（参考資料 P.13 参照）

       ※第３回は、７月９日から８月２日まで早稲田リサーチパークコミュニケーションセン
ターで開催され、期間中８２０人の来場者と、公開講座（計３回）には３２０人の受講
者がありました。 

       ②本庄市郷土叢書第５集「本庄市の遺跡と出土文化財」発行 
市内には５００箇所を超える遺跡があり、長年にわたる発掘調査の成果は、「調査報告書」

という記録として保存されています。本書はそれらの内容をわかりやすく紹介するために企
画したものです。 

Ａ４判 カラー ５６ページ ５００部 頒布価格５００円 
学校、図書館、関係機関等には無償配布 
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「本庄市の遺跡と出土文化財」表紙 

       ③遺跡出土品の学習への活用 
土器、埴輪、石器等を直接見て触れてもらい、社会科の学習に役立てています（主に北

泉小学校）。 

４．民具の活用について 
指定文化財以外にも、昔使われた民具（農具や生活用具）などの身近な文化財があります。これ

らを活用して社会科の学習などに役立てています。 
 今後も校長会などで呼びかけ、積極的に活用を図っていきます。 

①民具を「見て聞いて」学習  旭民具等収蔵庫 
各種民具が対象（農具・養蚕具・生活用具など） 課職員が説明 

②民具を「見て聞いて触れて」学習  歴史民俗資料館 
各種民具が対象（（農具・養蚕具・生活用具など） 資料館職員が説明 

③民具を貸し出して学習 
・「見て聞いて触れて」学習  貸出先・・・小学校 
主に昔の生活用具を利用する（炭火アイロン・湯たんぽ・電話・アンカなど） 教員が説明 
・「実際に使ってみて」学習  貸出先・・・ＮＰＯ団体（早稲田大学関係） 
主に稲作用道具が中心（千歯扱き・足踏み脱穀機・唐箕・石臼など） ＮＰＯ職員が指導 

④民具を持参して学校へ出向いて学習（出前授業）  各小学校 
主に昔の生活用具を利用する（炭火アイロン・湯たんぽ・電話・アンカなど） 課職員が説明 

-8-



上武絹の道運営協議会について

世界文化遺産の「富岡製糸場と絹産業遺産群」に関わりの深い群馬、埼玉両

県の７市町が、ＮＰＯ法人産業観光学習館を通し、地域連携ＤＭＯ事業化に向

け、連携して広域観光に取組むために設立した組織。

設 立 日：平成２８年６月９日

構成市町：群馬県 富岡市、伊勢崎市、藤岡市、下仁田町

     埼玉県 熊谷市、本庄市、深谷市

本庄市の絹産業遺産：競進社模範蚕室、旧本庄商業銀行煉瓦倉庫、本庄絣など

事業内容：「上武絹の道」（参考資料 P.14 参照）
構成市町が有する絹産業遺産を中心とした地域資源の活用・融

合・ブランド化に向けた事業を行う。

本庄市と構成市町が有する絹産業遺産を上武絹の道として、 

点ではなく大きなエリアとして観光的な活用をしていく取組。

プロモーションサイト、ポスター、パンフレット等の作成 

※ＤＭＯ（日本版）とは

地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光

地経営」の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と協

同しながら、明確なコンセプトに基づいた観光地域づくりを実現するための戦

略を策定するとともに、戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人で

す。 (観光庁ホームページより）

-9-



スポレクフェスタ ２０１６パンフレット①（別紙参照） 
参考資料 
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スポレクフェスタ ２０１６パンフレット②（別紙参照） 
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図書館１階 平面図 
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図書館２階 平面図 
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図書館３階 平面図 
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図書館外構 平面図 
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図書館１階① カウンター 

図書館１階② 一般室 

図書館１階③ 一般室 

図書館１階④ ブラウジングコーナー 
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図書館１階⑤ おはなしコーナー 

図書館１階⑥ えほんコーナー

図書館２階① 読書室

図書館２階② レファレンス室 
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図書館２階③ 会議室 

図書館３階 

-9-



本庄市の指定文化財 
【国指定文化財】                                             

番号 種  別 名    称 所 在 地  

 1 史 跡 塙保己一旧宅 児玉町保木野 325 

【埼玉県指定文化財】 

番号 種  別 名    称 所 在 地 指定番号 

1
  2 
  3 
  4 
  5 
  6 
  7 
  8 
  9 
 10 
 11 
 12 
 13 
 14 
 15 
 16 
 17  
18 
19

建造物
建造物 
建造物 
建造物 
絵 画 
彫 刻 
工芸品 
考古資料 
歴史資料 
無形民俗文化財 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
天然記念物 
天然記念物 
天然記念物 
旧 跡 
旧 跡 
旧 跡

競進社模範蚕室
旧本庄警察署 
八幡神社社殿及び銅製鳥居 
諸井家住宅 
絹本着色清拙正澄画像 
木造阿弥陀三尊像 
銅鐘（天龍寺） 
板石塔婆（三連形）（元田） 
塙保己一遺品及び関係資料 
台町の獅子舞 
雉岡城跡 
鷺山古墳 
宥勝寺裏埴輪窯跡 付靫形埴輪４点 
骨波田のフジ 
金鑽神社のクスノキ 
城山稲荷神社のケヤキ 
岡登景能生地 
飯倉御厨跡 
荘小太郎頼家供養塔

児玉町児玉2514
中央 1-2-3 
児玉町児玉198 
中央 1-8-1 
中央 2ー8ー26 
児玉町児玉100 
児玉町金屋142-1 
児玉町元田263 
児玉町八幡山446 
本庄 3-7 
児玉町八幡山446 
児玉町下浅見818-1 
北堀字前山 
児玉町高柳901 
千代田3-2-3 
本庄 3-5 
児玉町高柳146-2 
児玉町飯倉841 
栗崎155

234 号
248 号 
364 号 
442 号 
544 号 
323 号 
193 号 
207 号 
376 号 
399 号 

― 
473 号 
522 号 
131 号 
232 号 
233 号 

― 
― 
―

【市指定文化財・有形文化財】 

番号 種  別 名    称 所 在 地 指定番号 

1
 2 
 3 
 4 
 5 
 6 
 7 
 8 
 9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20

建造物
建造物 
建造物 
建造物 
建造物 
建造物 
建造物 
建造物 
建造物 
絵 画 
絵 画 
絵 画 
絵 画 
絵 画 
絵 画 
彫 刻 
彫 刻 
彫 刻 
彫 刻 
彫 刻

本庄金鑽神社社殿
本庄金鑽神社大門 
田村本陣の門 
円心寺山門 
安養院本堂・山門及び総門 
八幡神社随身門 
八幡神社能楽殿 
成身院百体観音堂 
秋山十二天社社殿 
紙本着色武田信玄公画像 
宮戸八幡大神社格天井の花鳥画 
絹本着色愛染明王画像 
紙本墨画鍾馗之図 
武正南盧筆絵画一括 
長泉寺開山堂格天井絵 
木造阿弥陀如来三尊来迎仏 
木造阿弥陀如来立像 
石仏十一面観音坐像 
法養寺木造延命地蔵尊坐像 
長泉寺木造延命地蔵尊半跏扶坐像

千代田3-2-3
千代田3-2-3 
中央 1-2-3 
本庄 3-3-2 
中央 3-3-6 
児玉町児玉198 
児玉町児玉198 
児玉町小平647 
児玉町秋山3566 
中央 2-8-26 
宮戸 107 
本庄 
銀座 
西富田 
児玉町高柳901 
千代田 
牧西 
西五十子622-1 
児玉町児玉1258 
児玉町高柳901

本 31 号
本 32 号 
本 35 号 
本 45 号 
本 62 号 

児18-1 号 
児18-2 号 
児 24 号 
児 46 号 
本 7 号 
本 33 号 
本 47 号 
本 49 号 
本 63 号 
児 39 号 
本 23 号 
本 24 号 
本 25 号 
児 35 号 
児 38 号

平成 28 年 5 月 1 日現在 21
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54

彫 刻
工芸品 
工芸品 
工芸品 
工芸品 
工芸品 
古文書 
古文書 
古文書 
古文書 
古文書 
古文書 
古文書 
古文書 
考古資料 
考古資料 
考古資料 
考古資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料 
歴史資料

成身院の三仏
大正院の不動剣 
長谷部若狭守国治銘脇差 
成身院百体観音堂の鰐口 
法養寺の鰐口 
唐銅造大日如来坐像 
小笠原忠貴筆建立祈願文 
高山彦九郎自筆墓前日記 
今井鈴木家中世文書 
天正十九年宮戸村検地帳(付・金井家文書一括) 
長泉寺中世文書 
八幡山福田家中世文書 
金屋倉林家中世文書 
飯倉富岡家中世文書 
御手長山古墳出土人物埴輪 
小島前の山古墳出土盾持人物埴輪 
下浅見鷺山古墳出土品 
寺山廃寺の風鐸 
開善寺境内絵図 
開善寺の御朱印箱 
茂木小平翁頌徳碑 
西五十子の阿弥陀一尊種子板碑 
正観寺の算額 
小和瀬薬師堂自然石塔婆 
和宮生母観行院よりの拝領品 
八幡神社の日清戦争奉納額 
玉蓮寺釈迦一尊種子板碑 
風洞の石幢 
実相寺阿弥陀一尊種子板碑 
保木野の宝篋印塔板碑 
保木野の円形光背板碑 
ほてい堂の五輪塔 
浄厳の画像及び墨跡 
寶龜二年銘木簡

児玉町小平647
本庄 2-4-8 
駅南 
児玉町小平647 
児玉町児玉1258 
児玉町小平647 
千代田3-2-3 
銀座 
今井 
宮戸 
児玉町高柳901 
児玉町八幡山 
児玉町金屋 
児玉町飯倉 
中央 1-2-3 
中央 1-2-3 
児玉町児玉2510-1 
中央 1-2-3 
中央 2-8-26 
中央 2-8-26 
千代田3-2 
西五十子425 
都島 864 
小和瀬178 
銀座 
児玉町児玉198 
児玉町児玉202 
児玉町秋山2825-1 
児玉町児玉100 
児玉町保木野 
児玉町保木野 
児玉町小平442 
児玉町小平445 
児玉町児玉2510-1

130 号
本 44 号 
本 59 号 
児 25 号 
児 36 号 
児 53 号 
本 3 号 
本 8 号 
本 19 号 
本 61 号 
児 54 号 
児 55 号 
児 56 号 
児 57 号 
本 21 号 
本 64 号 
児 51 号 
131 号 
本 5 号 
本 6 号 
本 17 号 
本 20 号 
本 38 号 
本 60 号 
本 65 号 
児 19 号 
児 21 号 
児 23 号 
児 33 号 
児 40 号 
児 41 号 
児 49 号 
児 58 号 
児 59 号

【市指定文化財・民俗文化財】 

番号 種  別 名    称 所 在 地 指定番号 

1
2 
3 

 4 
5 
6 

 7 
 8 
 9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17

有形民俗文化財
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
有形民俗文化財 
無形民俗文化財

本庄宮本町の山車
本庄泉町の山車 
本庄上町の山車 
本庄照若町の山車 
本庄七軒町の山車 
本庄仲町の山車 
本庄本町の山車 
本庄台町の山車 
八幡神社能装束・能面 
長沖の庚申塔 
正楽寺の十一面観音 
本庄本町の神輿 
児玉新町の屋台 
児玉上町の山車 
児玉仲町の山車 
児玉本町の山車 
金鑽神楽・本庄組

千代田3-1-2
千代田1-6-4 
中央 3-3-5 
若泉 1-1-30 
銀座 1-6-1 
中央 1-5-2 
本庄 3-2-1 
本庄 2-6-20 
児玉町児玉198 
児玉町長沖49 
児玉町上真下451 
本庄 3-2-1 
児玉町児玉137-1 
児玉町児玉40-4 
児玉町児玉2512 ｰ 1 
児玉町児玉1257 
千代田3-2-3

本 51 号
本 52 号 
本 53 号 
本 54 号 
本 55 号 
本 56 号 
本 57 号 
本 58 号 
児 20 号 
児 37 号 
児 42 号 
125 号 
126 号 
135 号 
137 号 
138 号 

本 13 号

-10-



18
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27

無形民俗文化財
無形民俗文化財 
無形民俗文化財 
無形民俗文化財 
無形民俗文化財 
無形民俗文化財 
無形民俗文化財 
無形民俗文化財 
無形民俗文化財 
無形民俗文化財

金鑽神楽・宮崎組
仁手諏訪神社の獅子舞 
今井金鑽神社の獅子舞 
金鑽神楽・杉田組 
金鑽神楽・根岸組 
金鑽神楽・太駄組 
西小平の万作 
元田の万作 
小平の獅子舞 
吉田林の獅子舞

牧西557
仁手 353 
今井 1124-1 
四方田288-1 
児玉町小平1051 
児玉町太駄 
児玉町小平 
児玉町元田 
児玉町小平 
児玉町吉田林

本 15 号
本 16 号 
本 22 号 
本 46 号 
児 27 号 
児 28 号 
児 29 号 
児 30 号 
児 31 号 
児 32 号

【市指定文化財・記念物】 

番号 種  別 名    称 所 在 地 指定番号 

1
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30

史 跡
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
史 跡 
天然記念物 
天然記念物 
天然記念物 
天然記念物 
天然記念物 
天然記念物 
天然記念物 
天然記念物 
天然記念物 
天然記念物 
天然記念物 
旧 跡

小笠原信嶺夫妻の墓
本庄城跡 
二本松遺跡古墳時代住居跡 
普寛上人の墓 
安養院小倉家の墓碑群 
万年寺八幡山古墳 
小島蚕影山古墳 
小島山の神古墳 
八幡神社の高札場 
秋山古墳群 
秋山庚申塚古墳 付出土品 
太駄の高札場 
岩谷堂 
平重衡の首塚 
入浅見金鑽神社古墳 付出土品 
長沖３２号墳 
万年寺つつじ山古墳 付出土品 
小笠原信之の墓 
城山稲荷神社のヤブツバキ 
本庄金鑽神社のカヤ 
仲町愛宕神社のケヤキ 
東富田観音塚のマツ 
沼和田宝輪寺のカヤ 
山王堂日枝神社のケヤキ 
沼和田飯玉神社のサイカチ 
保木野龍清寺のカヤ 
児玉思池のマルバヤナギ 
小平石神神社のケヤキとスギ 
八幡神社のヤブツバキと社叢林 
陣見平(山)

中央1-4(開善寺墓地)
本庄 3-5 
栄 2-7 
中央 3-4 
中央 3-3 
万年寺3-3 
小島 2-15 
小島 2-15 
児玉町児玉198 
児玉町秋山 
児玉町秋山1769-1 
児玉町太駄908-1 
児玉町小平 
児玉町蛭川214-3 
児玉町入浅見819 
児玉町児玉南2-9 
万年寺3-3 
中央 2-8(開善寺墓地) 
本庄 3-5 
千代田3-2-3 
中央 1-5-2 
東富田50-1 
沼和田869 
山王堂228-1 
沼和田926 
児玉町保木野387 
児玉町児玉1746 
児玉町小平1 
児玉町児玉198 
児玉町小平

本 4 号
本 10 号 
本 11 号 
本 12 号 
本 18 号 
本 40 号 
本 42 号 
本 43 号 
児 17 号 
児 22 号 
児 26 号 
児 43 号 
児 48 号 
児 50 号 
児 52 号 
132 号 
133 号 
136 号 

本 26 号 
本 27 号 
本 29 号 
本 30 号 
本 36 号 
本 39 号 
本 48 号 
児 45 号 
127 号 
128 号 
129 号 

児 47 号

【国登録有形文化財】 

番号 種  別 名    称 所 在 地 

1
  2 

3

産業・金融
産業・通信 
土木・上水道

旧本庄商業銀行煉瓦倉庫
本庄仲町郵便局 （旧本庄郵便局） 
児玉町旧配水塔

銀座1-5-16
中央 1-8-2 
児玉町児玉323-2

4
  5 
 6 
  7 

8

土木・貯水池
土木・貯水池 
交通・道路 
交通・道路 
交通・道路

間瀬堰堤
間瀬堰堤管理橋 
寺坂橋 
賀美橋 
滝岡橋

児玉町小平
児玉町小平 
中央 2 
若泉 2 
本庄市堀田・深谷市岡
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競進社模範蚕室外構工事完成イメージ図 
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本庄早稲田の杜地域連携展覧会２０１６パンフレット 
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上武絹の道 ポスター 
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